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「ＨＰＣＩ戦略プログラム」の概要 

 

１．課題実施期間及び評価実施時期 

平成２３年度～平成２７年度 

（中間評価：平成２５年１２月、事後評価：平成２８年度を予定） 

 

２．研究開発概要･目的 

スーパーコンピュータ「京」を中核とする革新的ハイパフォーマンス・コンピューテ

ィング・インフラ（ＨＰＣＩ）を最大限活用し、重点的・戦略的に取り組むべき研究分

野において画期的な成果を創出し、計算科学技術の飛躍的な発展を図ることを目的に、

以下の取組を実施する。 

① 社会的・学術的に大きなブレークスルーが期待できる分野（戦略分野）において

達成すべき目標（戦略目標）を定め、当該目標に沿った研究開発を推進。 

② 各戦略分野において、以下の取組を行い、我が国の計算科学技術推進体制の構築

を図る。 

 「京」や他の計算資源を効率的に利用するためのマネジメント 

 戦略分野における「京」利用に際しての研究支援協力 

 人材育成 

 人的ネットワークの形成 

 研究成果の普及 

 分野を超えた取組の推進 

 

HPCI 戦略プログラムの戦略分野と戦略機関 
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３．研究開発の必要性等 

【必要性】 

「京」の有する性能を最大限活用することにより、様々な研究分野において画期的な

成果を創出し、計算科学技術の飛躍的な発展を図るため、科学技術・学術審議会の下の

作業部会において、「京」の利活用の基本的な方針として、多様な研究者のニーズに応

えるとともに、戦略的・重点的に研究を推進する戦略的利用の導入が提言された。また、

戦略的利用を具体化するために、社会的・学術的に大きなブレークスルーが期待できる

分野（戦略分野）を国が設定するとともに、当該分野における研究開発等を牽引する機

関（戦略機関）を決定し、戦略的・重点的な取組を行う「戦略プログラム」を創設する

ことが提言された。 

本事業は以上の提言を具体化するものであり、「京」を中核として、我が国の研究開

発そのものに革新をもたらすシミュレーションへの取組と我が国の計算科学技術に関

する研究ポテンシャルの結集を関係機関の強力な連携の下で実現するためにも実施す

る必要がある。 

 

【有効性】 

○ 研究開発の質の向上への貢献。 

本事業を実施することにより、以下の効果が期待される。 

① 戦略的利用による研究成果そのものが、科学的・社会的なブレークスルー

をもたらすものである。また、研究成果を通じた各分野における計算科学

技術への理解増進や、分野横断的な研究開発の進展等により、様々な分野

で計算科学技術が定着し、我が国の研究開発そのものに革新をもたらす。 

② 戦略的利用の成果が、一般的利用（「京」において多様な研究者のニーズに

応える利用形態）や大学・公的研究機関で行われるシミュレーション研究

にも好影響を及ぼし、我が国全体としてより高いレベルの研究の展開が期

待できる。 

○ 人材の養成。 

本事業を実施することにより、先端的な研究開発の実践の場において、それぞれの

分野に特有の技術や知見を持つ人材が育ち、更に、様々な分野との連携が進められ

ることから、そうした人材が今後の我が国の計算科学技術の担い手になることが期

待される。 

 

【効率性】 

本事業において、戦略分野ごとに「京」を中心とした研究教育拠点の形成を促進する

とともに、戦略分野間の連携を図ることにより、各分野における様々な目的を持った利

用者がより効果的・効率的に適切なシミュレーションを行うことが可能となる。また、

計算科学技術全体の裾野が拡大されることにより、研究開発や企業活動における効率化

が見込まれる。 
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４．予算の変遷 

（単位：百万円） 

年度 Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ 

予算額 ３,４８５ ３,５６２ ２,６１４ 

 

５．課題実施機関・体制 

○ ＨＰＣＩ戦略プログラム全体の推進体制 
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